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目的 メラノーマ患者のリンパ節転移を検出する目的で行う触診と超音波

検査の有用性を評価する 
データソース 2003 年 12 月 1 日までの MEDLINE（1996 から）, EMBASE（1989

から）, PASCAL-BIOMED（1987 から）, Cochrane database、BIUM
（ 1985 か ら ）。 MEDLINE の 検 索 に は ultrasonography,
sonography, ultrasound, echography のキーワードを使用した。

研究の選択 当初 94 報の論文を検索しアブストラクトから 28 報に絞った。 
そのうち 12 報をメタアナリシスに使用した。 

データ抽出 不明 

主な結果 

超音波検査は触診に比べ有意に検出力が高かった。 
超音波検査(odds ratio 1755; 95% CI 726-4238)  

触診(21 [4-111]; p=0.0001) 

超音波検査と触診の陽性尤度比は 41.9（29-75）、4.55（2-18）、 
超音波検査と触診の陰性尤度比は 0.024（0.01-0.03）、0.22（0.06-0.31）

結論 

触診に比べ正確であるので経過観察に超音波検査を行うべきである。
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